
資料3-2

国内副作用報告の状況 (医療用医薬品)

(平成22年 4月 1日 から平成22年 7月 31日までの報告受付分)

副作用報告の集計結果についての注意事項

ロリ作用報告については、医薬品との因果関係が不明なものを含め製造販売業者等から

報告されたものであり、個別に医薬品との関連性を評価したものではない。

副作用報告の件数については、平成22年 4月 1日 から平成22年7月 31日 (以下、「本

報告期間」という。)に提出された最新の報告書の件数を示したもので、同一の症例に複

数の被疑薬が存在し、当該症例が複数の企業からそれぞれ報告された場合、重複して

カウントしているため、ここに示された報告件数がそのまま症例数にはならない。

副作用報告の症例報告の件数については、報告者が本報告期間中に報告した後に、本

報告期間中に追加情報により因果関係が否定された場合や重篤性が変更となり報告対

象外となつた場合等、件数から除外されている。

報告件数は、副作用名別の件数を示したものであり、1症例で複数の副作用を発現する

場合があるので、報告件数を合計した数が報告症例数になる訳ではない。

日1作用名は、用語の統一のため、IC H国 際医薬用語集日本語版(MedDRA/」 )に収載さ

れている用語 (Prefered Term:基 本語)で表示している。
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国内副作用報告の状況 (医療用医薬品)

(平成 22年 4月 1日 ～平成22年 7月 31日 )
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ロキソプロフェンナ トリウム水和物

ロルノキシカム

アマンタジン塩酸塩

エンタカポン

カベルゴリン

ビペリデン塩酸塩

プラミベキソール塩酸塩水和物

プロモクリプチンメシル酸塩

レボドパ・カルビドパ (1)

ロピニロール塩酸塩

トモキセチン塩酸塩
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クエチア ピンフマル酸塩

クロチアゼパム

クロミプラミン塩酸塩

クロルプロマジン塩酸塩

スル トプリド塩酸塩

成 分 名 副 作 用 名

スルピリド

電 図 QT延 長

体 外 路 旧

身性 エ リテ マ トー テ ス 1

認知症 1

不安            _____一 ―
:二動 韓 め 支 し

病 1

トレス f燻有席 1

力 11● ム血席 1

庁候 群

不 明

バーキンソニズム 1

菖 プ ロ ラ ク チ ン 血 席

亡

卜外 路障 害

ツテビン 口 肛 壼

デュロキセチン塩酸塩 経 ロ

庁 候

機 能 異

'小 編 数 ,

甲 フ トrlパ■楓 少

1

ホルモン不摘合介泌
般 企 図

]殺既遂

肢 怠 懸

傷 行 動

身 性 洋 腫 1

た発作廊量 1

遭 出 血

閉

血 球 数減 少

疹

トラゾドン塩酸塩
昏 睦

アクテイベーシヨン症候群
ケ トン床 1

スキネ 1

セ ロ ン庁 4嘆 群

バーキンソニズム

|い

■生

1

卑

1眸木

安 定 1

上 昇

ZF化

卜1手 茶

國
餌 変 動

血

意 懸
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6L分名 1副作 用 名
‐

塩酸セツしトラリン 経 口

ク ティベーション症候群
でん か ん 1

j百 美
容 状 熊 1

,里常

各

クレアテンホスホ千ナー
兼1尿 ホ ル モ ン 不 滴 合 分 泌

色 素 正 球 性 首 血

身 竹 エ リテ マ トー テ ス

申置 性 莱 度 廃 死 融 解 庁 1

1

1

瞳 害

炭酸リチウム

症 候 群

中 ク アチニン増カロ
l

:十 トリウ ム 血 席 l

蓋 r4

ク レ

症

14 量

契然 死 l

物 相百 作 用

物 量 14 1

非ピリン系感冒剤 (2) 経口
暮

桑 疹 rL膿痴 癬

非ピリン系感冒剤 (4) 経 口

ニューモシステイスジロヴェシ肺炎

1鷹害

紅 Ы

申 性 表 反壊 死 融 解 FI
納 障 謂 席 偉 鷲 1

血性 尿毒症 症 候 群

エダラボン 主射

フイラ千シーシヨツ
融 解

1

lEl症 候群 1

魚情 腎 不 今

胆 曇 炎 1

性脳梗塞
止

害

の出血 l■F変化
讚 製 1

管 肉 郷 日

幽

症 lFk群

骨極 機 能 不 全 1

舌睡

1■| 1

ドネペジル塩酸塩

ナルフラフィン塩酸塩

プレガバリン
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ロクロニウム臭イヒ物

フイうキシー

ジスチグミン臭化物

ア トロピン硫酸塩水和物

エペ リゾン塩酸塩

ブピバカイン塩酸塩水和物

リ ドカイン

リドカイン塩酸塩

ロピバカイン塩酸塩水和物

A型ボツリヌス毒素

アス′`ラギン酸アミノ トランスフエラー

ダン トロレンナ トリウム水和物

ベクロニウム臭化物
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